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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　 株式会社 丸　新 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

制定日：

８．この方針を社内外に開示し、環境保全意識の向上に努めます。

＜行動指針＞

３．化石燃料及び電気の使用に伴う二酸化炭素排出量を削減します。

６．グリーン購入を積極的に行います。

2012年3月1日

   　代表取締役社長

１

新 美 英 人

１．環境関連法規や当社が約束したことを遵守します。
２．廃棄物の削減及び再資源化を推進します。

私達の生活する２１世紀は環境の時代であると言われております。これまで人類は産業革命
以来、利便性の追求に終始し、環境に関してはこれを後回しにしてきました。このことによ
り、地球環境は破壊が進み、地球温暖化が進んでまいりました。将来のために私達は協力し
て地球環境問題に対応して行かなければなりません。子孫に残すことになる負の遺産を最小
限にとどめる必要があります。当社は建物の解体、産業廃棄物の処分・収集運搬を主要事業
としている中で少しでも環境面の負荷を減らし、リサイクル率の向上を目指して地球環境の
改善、子孫にクリーンな地球を残すべく努力をしてまいります。ここに、本年度の当社環境
活動の結果をご報告し、皆様のご意見をあおぎたいと存じます。

７．環境への取組を環境活動レポートとして取りまとめ、公表します。

４．現場では周辺環境に配慮した工事を行います。

1.                              環 境 方 針

株式会社丸新は、「地球環境の保全」という意識を常に持ち、限りある資源を無駄に
しない循環型社会を構築するため、廃棄物のリサイクルに取り組んで行くことによ
り、地域環境及び地球環境に貢献することができる企業を目指していきます。

＜環境理念＞
＜基本理念＞

５．水資源の保全のため排水量を削減します。



２．組織の概要
（１） 名称及び代表者名

株式会社　丸　新
代表取締役社長　新美　英人

（２） 所在地
本社及び駐車場 愛知県北名古屋市熊之庄石原６８番地
中間処理場 愛知県北名古屋市熊之庄石原５９番地
駐車場 （３ヶ所）

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者 TEL：０５６８－２２－７７２８
担当者 TEL：０５６８－２２－７７２８

（４） 事業内容（認証・登録範囲）

（５） 事業の規模
売上高　４億２千万円（２０１７年度）

廃プラ 紙くず 木くず 繊維くず 金属くず ガラス がれき類
愛知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

愛知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岐阜県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

静岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

長野県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三重県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

滋賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

奈良県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

和歌山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大阪府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

兵庫県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

石川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

富山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福井県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

許可番号第０２９０００２３９５５号　許可年月日　平成３０年　５月２３日　許可期限　平成３５年　５月２２日

処分業（選別）

許可番号第０２４０００２３９５５号　許可年月日　平成２６年　１月１１日　許可期限　平成３１年　１月１０日

許可番号第０２５０１０２３９５５号　許可年月日　平成３０年　５月１３日　許可期限　平成３５年　５月１２日

許可番号第０３００００２３９５５号　許可年月日　平成３０年　４月１２日　許可期限　平成３５年　３月３１日

693㎡ 2,026㎡1,090㎡
従業員　　　　　

　 （７） 設立年月日　　平成　５年　６月１８日

延べ床面積　　　

新　美　義　哉　

愛知県北名古屋市熊之庄石原２５番地、３２番地、５７番地

　　　　　　解体工事　　　342　　　　件
駐車場（３ヶ所）

新　美　義　哉

本社・駐車場 中間処理場

主要取扱量　産業廃棄物処分量　       １３,５２９ｍ３

許可番号第０２２０１０２３９５５号　許可年月日　平成３０年　７月１６日　許可期限　平成３５年　７月１５日

許可番号第０２１０００２３９５５号　許可年月日　平成３０年　８月２８日　許可期限　平成３５年　８月２７日

許可番号第０２６０００２３９５５号　許可年月日　平成３０年　５月２２日　許可期限　平成３５年　４月　７日

　　　            産業廃棄物収集運搬業　１３,５２９ｍ３

許可番号第２００９０２３９５５号　許可年月日　平成３０年　４月２８日　許可期限　平成３５年　４月２７日

許可区域

建物、内装の解体を行い、廃棄物を収集、事業場にて選別処分等リサイクルを行う。

　 （６）事業年度　　　　　　　　　　 　６月～５月

許可品目

許可番号第１８０１０２３９５５号　許可年月日　平成３０年　５月１４日　許可期限　平成３５年　５月１３日

建物の解体、産業廃棄物処分業、産業廃棄物収集運搬業

許可番号第０２３２００２３９５５号　許可年月日　平成２８年　１月２８日　許可期限　平成３２年１２月１８日

収集運搬

許可番号第０１６０００２３９５５号　許可年月日　平成３０年　５月２０日　許可期限　平成３５年　５月１９日

許可番号第０１６０５０２３９５５号　許可年月日　平成３０年　５月２１日　許可期限　平成３５年　５月１６日

   （８） 資本金　１０００万円

２

許可番号第０２８０３０２３９５５号　許可年月日　平成３０年　６月　５日　許可期限　平成３５年　６月　４日

許可番号第０２３０００２３９５５号　許可年月日　平成２６年１０月１５日　許可期限　平成３１年１０月１２日

許可番号第０２７０００２３９５５号　許可年月日　平成３０年　５月２９日　許可期限　平成３５年　５月２８日

   （10） 許可一覧
 　（９） 認証登録範囲　　　全組織及び全活動

１８名



神奈川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山梨県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新潟県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

広島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

沖縄県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

群馬県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

埼玉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

栃木県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

千葉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

茨城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

収集運搬　　　コンテナ車８台、トラック９台
処 分 業　　　選　別　
　　　　　　　処理能力　５４ｍ３／日

　　　　　　　　　

色付き部分が対象範囲

許可番号第０１１０００２３９５５号　許可年月日　平成２９年　９月　６日　許可期限　平成３４年　９月　５日

許可番号第０１５０９０２３９５５号　許可年月日　平成３０年　６月　４日　許可期限　平成３５年　５月１９日

許可番号第０１９０００２３９５５号　許可年月日　平成３０年　５月１６日　許可期限　平成３５年　５月１５日

許可番号第１３－００－０２３９５５号　許可年月日　平成３０年　６月　７日　許可期限　平成３５年　６月　６日

許可番号第０１００００２３９５５号　許可年月日　平成２９年　８月１０日　許可期限　平成３４年　８月　９日

許可番号第００８０１０２３９５５号　許可年月日　平成２９年１０月２４日　許可期限　平成３４年１０月２３日

　　　　　　　愛知県：般・27第055746号 土木一式、とび・土工　許可年月日平成２７年　７月１２日　許可期限平成３２年　７月１１日

許可番号第０３３０００２３９５５号　許可年月日　平成２９年　８月　１日　許可期限　平成３４年　７月３１日

３

許可番号第０３４０００２３９５５号　許可年月日　平成３０年　５月２１日　許可期限　平成３５年　５月２０日

許可番号第００１０００２３９５５号　許可年月日　平成３０年　６月　６日　許可期限　平成３５年　５月３１日

許可番号第０１４０００２３９５５号　許可年月日　平成２６年　２月　７日　許可期限　平成３１年　２月　６日

許可番号第０４７０４０２３９５５号　許可年月日　平成３０年　６月　７日　許可期限　平成３５年　６月　６日

　 （12）処理方式及び処理工程図

建設業
愛知県：般・30第055746号 内装仕上工事他１２工事種目　許可年月日平成３０年　４月１２日　許可期限平成３５年　４月１１日

　　　　　　　愛知県：般・28第055746号 建築工事 、解体工事　許可年月日平成２８年　８月１７日　許可期限平成３３年　８月１６日

許可番号第０４００００２３９５５号　許可年月日　平成３０年　６月１７日　許可期限　平成３５年　６月１６日

許可番号第０１２０００２３９５５号　許可年月日　平成２９年１０月２４日　許可期限　平成３４年１０月２３日

 　（11）施設等の状況

許可番号第００９０００２３９５５号　許可年月日　平成２９年　９月１１日　許可期限　平成３４年　９月１０日

　 

収集運
ホッ

パー ベルトコンベ 選別コンテナ―へ
（木くず、がれき、

磁選機

【再資源化】
木くず、がれき

類、金属クズ、

【最終埋立処分】

再利用不可ガラス

くず・陶器くず、廃

手選別

【サーマル利用】

木くず、紙くず、

廃プラ

金属類

その他



　　 環境経営に関する統括責任、環境管理責任者の任命、環境方針の策定、

　　 　　　　　　　　　　　　 環境目標、環境活動計画、環境レポートの承認、見直し実施、資源の準備。

　　　　　 環境経営システムの構築、実施、管理、環境活動結果の代表者への報告

　　 環境管理責任者の補佐、環境活動の実績集計

　　 自部門における環境経営システムの実施

　　 環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚し環境活動に参加

４

環 境 事 務 局

（13）処理実績

代　　　表　　　者

全　　従　　業　　員

　　  役割　・　責任　・　権限

   　2017年度（2017.6～2018.5） 　産業廃棄物　　収集運搬量　13,529m３  　処分量　13,529m３

環境管理責任者

事務部門 解体部門

   （14）組　織　図

・環境管理責任者　　

・環  境  事  務  局

・各　 部　 門 　長

・全　 従 　業　 員　　　

・代　　　表　　　者　

産廃部門



３．環境目標（中期目標）

（基準年度)
（目標）

基準年度比
（目標）

基準年度比
（目標）

基準年度比

基準年度比 ― 95% 94% 93%

kg-CO2 13,484 12,810 12,675 12,540

基準年度比 ― 96% 95% 94%
ガソリン使用量

(ℓ)
7,156 6,870 6,798 6,727

軽油使用量(ℓ) 63,201 60,673 60,041 59,409

燃料合計(ℓ) 70,357 67,543 66,839 66,136
売上原価単位燃
料合計ℓ/売上10

万円
14.51 13.93 13.78 13.64

kg-CO2
ガソリン

16,614 15,949 15,783 15,617
kg-CO2
軽　油

165,861 159,227 157,568 155,909
小計

（kg-CO2）
182,475 175,176 173,351 171,526

売上原価単位
CO2小計／売上

10万円
37.6 36.1 35.7 35.4

売上（10万円） 4,850 4,850 4,850 4,850

kg-CO2 195,959 ― ― ―
一般廃棄物
排出量kg 704 676 669 662

基準年度比 ― 96% 95% 94%

リサイクル率％

再資源化量／全処
理量

水道水量㎥ 240 230 228 226
基準年度比 ― 96% 95% 94%

92%

2018年度
（6月～5

月）
　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

・産業廃棄物（建設廃材を含む最終処分）の削減。

電力の二
酸化炭素
排出量削
減

５

二酸化炭素
排出量

(使用する
電気の二酸
化炭素排出
係数0.513)

・中部電力の2013年度(平成25度）実績の二酸化炭素排出係数0.513を採用している。

一般廃棄物の削減

・化学物質は使用していない。（ＰＲＴＲ対象物質）

グリーン購入 93%

ガソリン、
軽油の二酸
化炭素排出

量削減

2016年度
（6月～5月）

2017年度
（6月～5月）

・解体現場、処分場での振動、騒音、粉塵を削減することにより環境に配慮する。

節　水

・解体現場での分別を出来る限り行うことにより廃棄物のリサイクル率を上げる。

2015年度
（6月～5

月）

94%

＊２（再資源化向上活動）

購入比率％ 91％

上記二酸化炭素排出量合計

産業廃棄物再資源化率
の向上       ※２

75% 76% 77% 78%

＊１二酸化炭素排出量の目標実績評価は,燃料合計（ガソリン＋軽油）のCO2売上原単位でする。



(6月～5
月）

対象期間

（目標） （実績） （評価）

kg-CO2 12,675 10,189

基準年度比 94% 75%

kg-CO2 173,351 156,370

基準年度比 95% 85%

基準年度原

単位　37.6

売上原単位
CO2量／売上
10万円

35.7 37.2 ×

kg 669 658

基準年度比 95% 93%

㎥ 228 177

基準年度比 95% 73%

ガソリン、
軽油の二酸
化炭素排出

量削減

アイドリングス
トップ、急加速
急発進の防止、
冷房の控えめ使
用、運転マニュ
アルの
設置

・基準年度売上48,500万円、2017年度42,000万円

６

事務部
新美英人

手洗い時の節水
等

４．環境活動計画及び目標達成状況

一般廃棄物の削減

二酸化炭素
排出量

(使用する
電気の二酸
化炭素排出
係数0.513)

責任部門
責任者

2015年度（基
準年度）

○

事務部
新美英人

購入比率％

主な目標
達成手段

裏紙の使用、分
別ボックスの設
置

2017年度

77.00% ○77.00%

○
産廃解体部
門 新美義

哉

空調温度の適正
化

冷房28°　暖
房20°

電力の二
酸化炭素
排出量削
減

項　　　目

グリーン購入

グリーン購入対
象品目の調査、
事務用品につき
購入

節　　　水

事務部
新美英人

産廃解体
部　門
新美義哉

産業廃棄物（最終処
分）の削減・再資源化
率の向上（建設廃材を

含む）

・評価について達成は○、未達成は×で表示する。

再資源化率％

○

・中部電力の2013年度(平成25度）実績の二酸化炭素排出係数0.513を採用している。

92% 92%

事務部
新美英人

リサイクル率の
向上、産業廃棄
物の現場での分
別、選別処分の
精度向上

○

○



５．環境活動の取り組み計画と評価及び次年度の取り組み
◎よくできた　○ままできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

評　価

○ 継続する。

△ 継続する。

◎ 継続する。

△
○ 継続する。

×
○

○
○

△
○ 継続する。

―

×
○
○

△
△
○ 継続す

る。

○

○
○

○

○

・暖房温度の２０℃設定とウォームビズ運動

分別ボックスを設置。

・冷房温度２８℃設定とクールビズ運動

電力による二酸化炭素排出量の削減

次年度の取り組み

・古紙のリサイクル化

グリーン購入

一般廃棄物の削減

・水銀灯をメタルハライド型に交換

継続する。

産業廃棄物（最終処分）の削減

・分別ボックスの設置

継続する。

・解体現場での分別励行

・裏紙使用

・工程ロスの削減

・アイドリングストップ

・工事の効率化による車両燃費削減（重機含む）

継続する。

次年度活動項目

・買換え時は燃費マークを優先する

社会貢献

水 道 水 の 削 減

事務用品のグリーン購入

一般廃棄物の削減

・作業開始前の周辺配慮を行い確認する

・周辺の清掃、草刈り 定期的に行う。

７

事務用品につき購入。

継続する。

継続する。

引き続き努力する。・手洗い水量の適正化

節水

・文房具グリーン製品購入

環　境　配　慮

産廃最終処分の削減

・分別の徹底による有価物化

・グリーン製品の調査

・冷房の控えめ使用 冷房の控えめ使用。

電　力　の　削　減

目　標　項　目

・昼休みの消灯

・ＯＡ機器の省エネモード設定

取り組み計画

不要照明の消灯をする。

・LED照明を設置、ソーラーを設置

自動車燃料の削減

工程ロス削減実行す
る。現場での分別を徹底。

自動車燃料による二酸化炭素排出量の削減

継続する。・急加速の抑制

・不要照明の消灯

継続する。



６．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

H29.9.5

７．代表者による全体の評価と見直し
　・今期も建物内装の解体についてはできるだけ現場での分別を行うよう努力を続ける。

　　前期より受託廃棄物の内容変化により、分別が難しくなっているがさらにリサイクル率の数値を

　・運搬での軽油、営業でのガソリンについては運転前後の点検票を用いてチェックを行い、運転日誌

　　により燃費チェックを行っている。今期は仕事効率が悪い現場が多く成果をあげるのが難しくなっている。

　　前期に比べ外注工事が少なく、自社運搬量が増加したので軽油使用料が増加した。

　・電気について新事務所建設により環境が変化した。太陽光により売電しているが自社使用すればCO2削減となる。

　・グリーン購入は事務用品について購入を奨励している。良い状況で進んでいる。

　・節水については努力を払ってきたので前期に引き続き成果をあげている。

８．環境活動の紹介　　
    建物等の解体により発生した産業廃棄物の現場選別及び処分業により可能な限りリサイクル

　　を行い、最終処分の量を削減することに努めております。

　　これらの環境対策は発注元から高い評価を受けています。

　　防塵対策や、騒音・振動対策は徹底して行い、最善の策をとると共に、工事現場から営業中店舗内へ出る場合は、

　　徹底した足元の清浄化を行っています。

６－２違反、訴訟等の有無

　確認しました。

　　また、解体現場は営業中の商業施設の一部や、使用中のビルの一角の改装のための解体がほとんどであり、

違反、訴訟等も対象期間および過去５年間ありませんでした。

 弊社に適用される環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、遵守されていることを

県民の生活環境の保全に関する条例

愛知県産業廃棄物適正処理指導要綱

適用される主な環境関連法規等

廃棄物処理法

北名古屋市産業廃棄物処理施設の設置等の指導に関する条例

６－１環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

自動車Nox・PM法

浄化槽法

グリーン購入基準

特定都市河川浸水被害対策法

オフロード法

消防法

フロン排出抑制法

愛知県廃棄物の適正な処理の促進に関する条例

家電リサイクル法

建設リサイクル法

　環境管理システムのＰＤＣＡは回っていると判断する。

　目標設定値についてもう１期状況を見て変更するか検討する。

８

　　上げ努力したい。


